
１．評価基準

　提案のあった各社の達成度合により５段階評価。採点表は以下のとおり。

採点 評価内容

5 非常に優れている

4 優れている

3 標準的である

2 劣っている

1 非常に劣っている

②「Ⅳ．見積金額」においては、全審査員共通の積算式を用いて評価を行う。

③項目ごとに設定した配点を採点の最高点５で除した係数に各項目の採点を乗じた点数

　（小数点以下四捨五入）を評価点とする。

④評価点のうち２４０点（満点４００点の６割）未満の場合は、候補者を特定しない

　ものとする。また、提案者が１者の場合は、合計得点が２４０点以上で、受託業務を履

　行できると認められた場合に、受託候補者に決定する。

 

①絶対評価
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２．点数配分

No 区分 内容 配点 割合

Ⅰ 提案内容 企画、デザイン 130 33%

Ⅱ 保守及び運用管理 サポート体制・手法、ＯＳ更新等の対応 100 25%

Ⅲ 操作性等 操作性、効率性、その他個別事項 120 30%

Ⅳ 見積金額
サイト構築業務、サーバー等メンテナンス業

務
50 13%

400 100%計



３．採点表 提案者 所属   氏名

No 配点

20 評価者（全審査委員）

1 企画 全体的な提案コンセプトは優れているか 5 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

情報への入り口がわかりやすく設置され、利用者が短時間

で目的のページに到達できるような構成となっているか。
5 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

高齢者や障がい者を含む、誰でも利用しやすいウェブサイ

トを構築するための提案は優れているか。
5 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

ウェブサイトの利用者の期待感を高めるデザインとなって

いるか。
5 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

100 評価者（全審査委員）

セキュリティ配慮、障害発生時の対応方法及び体制は十分

か。
40 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

導入時及び運用時において、サポート体制が適切か。 30 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

2 ＯＳ更新等の対応
ＯＳやブラウザ、CMSの更新、バージョンアップ等への対

応方法が適切か。
30 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

評価ポイント 評価

Ⅰ．提案内容

Ⅱ．保守及び運用管理

2 デザイン

1 サポート体制・手法
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No 配点評価ポイント 評価

120 評価者（全審査委員）

操作方法や処理の流れが分かりやすいか。 40 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

PDFファイルやWord、Exelファイル、画像が簡単にアッ

プロードでき、リンクが容易に設定できる機能であるか。
30 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

2 効率性 入力作業をする上で効率的なシステムかどうか。 30 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

3 その他個別事項 必須となる機能が欠けていないか。 20 ５ ４ ３ ２ １

（評価を５もしくは１にした場合、その理由）

50 評価者（全審査委員共通）

1 サイト構築業務 40

2
サーバー等メンテナ

ンス業務
10

290

Ⅲ．操作性等（デモンストレーション評価）

Ⅳ．見積金額

計

1 操作性

下記計算式に基づき、評価点を算出する

※本体価格（税抜）で行う

価格評価点＝配点×全体の最低参考見積額／当該参考見積

額

（※小数点以下は四捨五入）
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